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胞 衣 に 関 す る 習 俗 の 変 遷  

 

大 原  尚 子  佐 方  美 夏  中 野  友 貴  

松 岡  杏 奈  溝 口  文 菜  森 谷 由 里 佳  

 

 

Ⅰ ． は じ め に  

安 藤 昌 益 は ， 「 胞 衣 は 飼 縄 の 和 訓 な り 1 ) 」 と 記 し て

い る ． “ 飼 ” は 養 う 意 味 が あ り ， “ 縄 ” は 母 児 を 繋 ぐ

臍 帯 の こ と で あ る と 思 わ れ る ． つ ま り ， 胞 衣 と は 胎 児

と 切 っ て は 切 れ な い 関 係 で あ り ， 胎 児 の 分 身 と し て 運  

命 を 左 右 す る 力 が あ る と 信 じ ら れ 丁 重 に 扱 わ れ て き た ．  

助 産 所 開 業 マ ニ ュ ア ル に も 「 胎 盤 等 を 土 に 埋 め た り ，

自 宅 に 持 っ て 帰 ら せ た り し て は な ら な い 2 ) 」 と 記 述 し

て い る ．  

現 在 は ， 人 体 の 臓 器 と 同 じ 感 染 性 廃 棄 物 と し て 胎 盤

処 理 業 者 が 焼 却 し て お り ， 胞 衣 に 対 す る 習 俗 も 薄 れ て

い る ． し か し ， 昨 今 は プ ラ セ ン タ と し て そ の 効 能 が 注

目 さ れ 胎 盤 の 価 値 が 見 直 さ れ て い る 現 状 を 認 識 し ， 取

り 扱 い の 変 遷 を ま と め る ．  

 

Ⅱ ． 研 究 目 的  

日 本 古 来 の 産 育 習 俗 の 文 献 を 検 討 し ， 時 代 の 流 れ に

沿 っ た 胞 衣 に 関 す る 謂 れ の 変 遷 ， 日 本 各 地 の 胞 衣 の 取

り 扱 い の 特 徴 を 明 ら か に す る ． 今 後 ， 産 育 習 俗 の 伝 承

的 役 割 の 重 要 性 に つ い て 考 察 す る ．  

 

 

ユ マ ニ テ ク 看 護 助 産 専 門 学 校  助 産 専 攻 科  

＜ 平 成 2 5 年 度 卒 業 ＞  
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Ⅲ ． 研 究 方 法  

1 . 分 析 方 法  

日 本 の 産 育 習 俗 の 胞 衣 に 関 す る 変 遷 の 文 献 か ら 出

産 場 所 ， 胞 衣 の 処 置 ， 法 律 ・ 施 策 ， 社 会 的 背 景 の ４

項 目 に 分 類 し ， 時 代 区 分 に 沿 っ て 分 析 す る ． 更 に 胞

衣 の 処 置 方 法 を 地 域 別 に 考 察 す る ．  

 

2 . 研 究 期 間  

平 成 2 5 年 ４ 月 2 5 日 ～ 平 成 2 6 年 ３ 月 1 2 日  

 

3 . そ の 他  

本 研 究 の 過 程 で ， 縄 文 時 代 の 発 掘 品 に 埋 甕 が あ る ．  

胞 衣 の 容 器 か 死 亡 嬰 児 ・ 幼 児 を 埋 葬 し た 容 器 か 民  

俗 学 会 で も 物 議 を 醸 し て い る が ， 様 々 な 文 献 検 討 後 ，  

埋 め て い た 場 所 ， 甕 底 が 割 れ て い る （ ※ 安 産 祈 願 ）  

埋 甕 な ど が 出 土 し て い る ． こ こ で は 胞 衣 の 容 器 と 仮

定 し た 上 で 分 析 す る ．  

 

Ⅳ ． 結 果  

胞 衣 に 関 す る 習 俗 の 変 遷 を ， 胞 衣 処 置 ， 法 律 ・ 施 策 ，  

社 会 的 背 景 の ３ 項 目 に 分 類 し ， 時 代 区 分 に 沿 っ て ま と  

め ， 表 １ に 示 す ． 胞 衣 処 置 の 文 化 的 側 面 を 捉 え る た め ，  

地 域 別 に 表 ２ に 示 す ．  
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　表1　胞衣処置の変遷 №1

～

～

～

～

～

中条流が

堕胎術の代名詞となる

安土桃山時代

　・産婦人科専門医が現われる

江戸時代 ・胞衣納めに陰陽師の関わりが継続

『婦人寿草』

　　 『産論』

江戸幕府成立

　・鎖国

　・士農工商の身分制度

『産所方式』

　・摂関政治

　・摂関政治

　・貴族社会が形成される

　・出産は女性の義務であった

　　が、その一方で最も穢れで

　　あると考えられていた

鎌倉時代

・武家社会で強い跡継ぎを産む

　女性が母親として求められた

古墳時代

　・泰、漢帝国との政治的・文化

　　的影響を受ける

　　家族員に対する専制的な権

　　力を男性である戸主に与える

　　事で家父長制度を確立する

平安時代永観　2年 ・貴族と庶民で格差が見られる 『医心方』

1185年

1333年

1573年

1600年

1603年

・清水で胞衣をよく洗い赤い絹で包む

　次に貢銭5枚を甕の底に並べ文様

社会的背景法律・施策

・戸口に埋める 縄文時代

　・男女は対等で特に母性のみ

　　の優位性を表す状況は不詳

弥生時代

　・生産力の増大により身分差

　　が出現し人口は急増する

　・男性優位の身分形成が始る

『大宝律令…医疾令』

中国のもの

助産師の始祖

飛鳥時代

　・女性の社会的地位を奪い、

『産経』

中国の医学者が出した

中国最古の産科専門書

『中条流産科全書』

・上流階級と庶民で差が表れ始める

・清水で胞を洗い、次に熟酒で洗い

　また、酒で洗い甕に入れて蜜封し

　て虫蟻が入らないようにする

『胎産書』

　の白布で包み、更にその上から赤い

　絹で包む。大平の文字が刻まれてい

　る銭を33文と筆と墨を一緒に壷に

　入れて納める

・容器に入れて地中に埋納する方法

『御産所日記』

足利義勝

『胞衣納法』

・清水で胞衣を7回洗い、次に酒で3回

　洗った後、酢に浸す。その後3尺（1ｍ）

日本最古の医学書

　　占いにより日時と場所が決定する

　　手続きがとられる。その決定には

　　陰陽師が関わっている資料あり

陰陽道の一つで

法律ではない

1867年

794年

984年

701年

西暦

ＢＣ3000

ＢＣ2000

ＢＣ168

5世紀

　のある面を上に向け、その上に赤い

　絹に包んだ胞衣を入れ、蓋をする

年号 胞衣処置
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12

19

20

24

32

36

4

16

20

28

35

45

3

№2

 位置づけられた

・胎盤は感染性廃棄物として扱われ

 処理業者によって処理されている

～

1653年 　・ＮＨＫがテレビ放送開始

1960年 ・病院で処理

1970年 廃棄物及び清掃

に関する法律施行

1991年 平成 ・産業廃棄物が問題となり処理法が

　・第二次世界大戦勃発1941年 昭和

1945年 　・第二次世界大戦終戦・瀬戸物屋で胞衣壷が売られていた ＧＨＱ、占領施策を発表

「公衆衛生対策に

関する覚書」

　・近代西洋医学思想と伝達系

　　としての教育整備、浸透、専

　　門職の必要性の認識

　・大正末期から慢性的な経済

　　不況により、堕胎数増加

　・第一次世界大戦にて好景気

（1914～1918）

昭和時代

年号 胞衣処置

大正時代1912年

・胞衣を邸内に埋めることを禁止され

　墓地、家から隔絶された所で焼却

　埋没しなければならなかった

社会的背景

明治 維新後衛生取締

※三重県の場合

　（胞衣其ノ他ノ産穢物

取扱ニ関スル件）

産婆規則

墓地及び埋葬取締規則

　・男女同権がテーマ・火葬も始るが埋没も継続 胞衣産穢物取締規則

（各県毎に制度）

明治時代

　・コレラ菌による感染が流行

　・公衆衛生の観念が出現

1879年

1886年

西暦 法律・施策

　・富国強兵

　・産婆が職業として法的認知　



大橋学園紀要 創刊号 2015.9  ONLINE ISSN 2189-8030 

Humanitec College №1  PRINT  ISSN 2189-5295 

- 157 - 

 

 

表2　都道府県別胞衣処置方法

・壷

№1

 その子は弱く夜泣が止まない

東京都 ・多くの人に踏まれる場所に

　埋める

・白紙に包む ・埋め方が悪いと、その子は病

　気になる

・多くの人が踏む出入口、逆に

 人の踏まない場所に埋める

・紙に包む

・瓦筍

・男児は扇子と筆と墨

 女児は糸と針

埼玉県 ・表口の敷居の下に埋める ・永久に子が親の意に従うように

 父親が真っ先に跨ぐ

千葉県 ・その年の吉方を選び埋める ・埋めた胞衣に虫などが付くと

・男児は筆と墨

 女児は糸と針

・男児は敷居の中

 女児は敷居の外

・胞衣を埋めた上を最初に通っ

  た虫を、生涯最も嫌悪する

群馬県 ・多くの人に踏まれる（台所や

 出入口）場所に埋める

・土器用の器

・紙に包む

・敷居の下に埋める

※埋める場所には鰹節・塩・酒

　で清めて埋める

・埋める場所が悪いと夜泣をする

・父親が先に踏む地域もある

（子は親の下につく戒め）

 禍福を左右する

・埋め方によって、子の将来の

・馬の通行する場所に埋める

・人に踏まれる土間に埋める

・川に捨てる（下級）

・人の踏まない所に埋める

　埋める

・日光の当たらない所に埋める

・男児は、筆と墨等と共に

 埋めて、学問の発達を

都道府県 胞衣処置の場所 器物類

茨城県 ・壷に納め墓地や吉方を選び ・壷

　邸内の屋外に埋める（上級）

・便所の側に埋める

青森県 ・堆肥場に埋める

・便所の後ろ等、人の踏まない

　所に埋める

岩手県 ・其の年の吉方を選び、床下や ・サンドラカ

男女の違い 謂れ・その他

北海道 ・日陰に埋める

・便所の隅に深く掘って埋める

・胞衣が日に当たると夜泣きする

（産褥に使用した

藁灰などの汚物）

　と一緒に包む

・埋める方位が悪いと夜泣きする

（胞衣は妖霊がある）

宮城県 ・方角を見て人の踏まない所に

秋田県 ・厩に埋める ・馬の足が触るとはやく腐る

※人に踏まれない場所に

埋める地域もある

・胞衣をサンダバシ

　（米俵のふた）に

　日本紙を敷き、灰

　を入れて其の上に

　のせる　

 祈願する

・男児

筆と墨等と共に埋めて、

学問の発達を祈念する

・女児

糸と針を埋めて、
裁縫の上達を祈る

栃木県 ・多くは産室の下に埋める

福島県 ・北西方の木の下に埋める

・神社の境内に埋める

 宅地内に埋める
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 るよう針・糸・鋏を入れる

・男児は表、女児は裏口

　の閾の下に埋める

№2

・男児

　算盤の珠一つと筆

・女児は針

 子は弱く夜泣きが止まない

・それぞれの才能が授かるように

・古着に包む  よう筆を入れる

 で沈める

・厠の隅に埋める ・土瓶  埋める

・綺麗な布に包み

 箱に入れ埋める

・男児は筆・墨・ごまめ

　塩・扇

・女児は糸・針・扇

（地域によって異なる）

・産室の下に埋める

・恵方に埋める

  不良になる

・男児は筆・墨・白紙・硯

  を添える

 日の出前か日没にする

・女児は白粉・紅・針・糸

  を添える

・女児は裁縫が上手くな

・人の踏まない日陰に埋める

・焼き捨てる

長野県 ・日の当らない人の良く踏む ・酒を入れ埋めると乳が出る

　場所へ埋める ・埋める時間は日中は避け

岐阜県 ・日の当らない場所へ埋める ・こもで包む ・長男の場合、家の内に ・不浄地に埋めるとその子が

愛知県 ・日陰で人目に付かない所に ・胞衣に出世があると謂れ非常

  に注意して扱う

三重県 ・日の当らない場所へ埋める ・壷 ・男児は字が上手くなる

　埋める

・箱に入れる

・海浜地方は海中に酒を注い

石川県 ・三昧（サンマイ）に埋める

　て投げる

・おしめに包む

・灰筵に包む

福井県 ・日の当らない場所へ埋める ・藁か灰筵に包む

・村中の者がサンマイに向かっ

山梨県 ・人に踏まれる場所に埋める ・俵の蓋に白紙を ・父親が最初にまたぐ

富山県 ・厠や地中に埋める

・白紙に包む

・鶴亀が書いてあ

　る桶

・汚物と一緒に包む

新潟県 ・人の踏まない床下に埋める

・日の当らない場所へ深く掘り

　埋める

・痣があると胞衣で拭取ると消

都道府県 胞衣処置の場所 器物類 男女の違い

神奈川県 ・恵方の庭に埋める ・埋めた胞衣に虫が付くと、その

静岡県 ・算盤や針を入れて、吉方を

・人の踏まない場所に埋める

（人の踏む所に埋める地域もある）

・河川に流す

・エナツボ

・埋めた所を父親が踏みつける

謂れ・その他

　を敷き上に胞衣

　載せ紙に包む

・男児は筆と墨

・女児は糸と針か白粉と

　紅を添える

　選んで埋める

・川に流すか畑へ生める 　える

・筵に包む
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・人の踏む場所に埋める

・人の踏む場所に埋める

　を添える

・土瓶

・汚れ物と共に山に捨てる

・場所が悪いと産後の肥立ちが

  悪い

  不良になる

・埋めた所を踏みつける程、頭

・大事にするあまり屋内に吊る

　しておく家もある

・米1升と銭若干を入れる

・神社の境内に埋める

・瓶に入れる ・女児は針を添え家の

 入口の外側へ埋める

・男児は表の入口、女児

　は裏の入口に埋める 　が固くなる

・ヨナオサメと称する

　入れて埋める ・壷

・金神の方角を避けて埋める

・厠の隅に埋める ・土瓶  埋める

・産室の下に埋める ・男児は筆・墨・白紙・硯

徳島県 ・床下や出入口に椀・壷などに ・椀 ・子どもが丈夫に育つ

・恵方に埋める   を添える

・女児は白粉・紅・針・糸

  を添える

山口県 ・産室の床下に穴を掘り埋める ・壷

・海岸部では海に捨てる ・金神様の方角に埋めると母体

　に危険がある

・埋める方角が悪いと児が夜泣

　する

岐阜県 ・日の当らない場所へ埋める ・こもで包む ・長男の場合、家の内に ・不浄地に埋めるとその子が

島根県 ・方角を選んで埋める ・稲藁の壷に白紙 ・子どもが健康になる

・人の踏む場所に埋める 　を敷く

（人の踏ない所に埋める地域もある）

 土焼の蓋のある器

鳥取県 ・産室の縁の下に埋める

広島県 ・川に流す（明治15年頃迄） ・痣がある場合、胞衣で拭うと

・恵方の縁の下に埋める  3日以内に消える

岡山県 ・人の踏む場所に埋める ・半紙に包み焙烙 ・男児は筆を添え家の ・最初にその家の主が踏む

（人の踏む所に埋める地域もある） 　土瓶に入れる （子の寿命が長くなる）

兵庫県 ・床下や厠に埋める

 入口の内側へ埋める

奈良県 ・産室の床下に埋める ・埋めた上を父親が踏む

・日の当らない場所へ埋める

和歌山県 ・胞衣を放置すると偶人になる

　壷

・焙烙

・男児は筆・墨・算盤珠

・女児は針・糸 （子が一生父を恐れ重んずる）

・人の踏む場所に埋める

・古布に包む

・陶器・瀬戸物・桶

滋賀県 ・日の当らない場所へ埋める ・男児は筆・紙・墨

・女児は針・糸・紅・白粉

№3

都道府県 胞衣処置の場所 器物類 男女の違い 謂れ・その他

・床下に穴を掘り埋める

・エナツボ
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・地域によっては裏座敷に置く 　を早く孕む

 上に結んでおく

宮崎県 ・産室の下に埋める

沖縄県 ・方角を選び軒下に埋める ・埋めた上を産婦が踏むと後子

鹿児島県 ・壷に入れ厠の付近に埋める ・小さな壷

・筵に包んで家屋の隣の木の

大分県 ・壷に入れ、三日目位までに ・壷

熊本県 ・壷に入れ方角の良い所に ・青い土瓶 ・埋める場所が悪いと子が夜泣

 埋める ・父親に踏ませる

・男児は筆、女児は針・ ・父親が胞衣を埋めた子は雷

・壷に入れ踏まれる所に埋める ・壷 　女児は右側に埋める  と産後の回復が悪い

・地域によっては、石を付けて

長崎県 ・鮑に包み寝所の下に埋める ・雄雌の鮑に包む ・男児は家へ向い左側 ・多くの人が踏む所に埋めない

 埋める

・壷に入れ米・かつお・塩を紙に  入れ米・カツオ・塩  は右側に埋める

 包んで入れ、屋敷内の恵方に  を紙に包む

・子どもの運命に関係する

福岡県 ・産室の床下に埋める ・熨斗を折って入れ

佐賀県 ・家の木戸口に埋める ・壷の中に胞衣を ・男児は家の左側、女児 ・最初に父親が踏む

・方位を選んで産室の床下に

 埋める

・金神の方角を避けて埋める

・日陰に埋める

・父親が埋め土を盛り、その上

　を踏みつける

・父親が酒飲みの場合、酒を

　かけ、賭博を好む場合、サイ

高知県 ・近隣の山腹に埋める

・恵方を選んで海に流す ・ぼろに包む 　災難がある

・陰干しにする

　　（明治時代迄）

愛媛県 ・産室の床下に椀に入れ埋める ・朱塗りの椀 ・万一金神様に流れ着くと

香川県 ・人の踏む場所に埋める ・ぼろに包む ・男児は家の中、女児は ・女児は嫁に行くから家の外

　家の外に埋める

№4

都道府県 胞衣処置の場所 器物類 男女の違い 謂れ・その他

　コロを入れ埋める

　るか干し魚・小豆

　などを入れる

・素焼きの壷

・男児は家の内庭、女児

　は家の外に埋める

・埋める場所が悪いと児は夜泣

・埋めた方角が悪いと児の頸が

　曲がる

・成長した後も父親を敬う

・児は父親のようにはならない

　海に沈める

・山へ生める

・埋め方が浅いと子が夜泣、乳

　を吐く

・日の当る所に埋めると子が患う

・最初に父親が踏む

 母親が踏む所に生める

・後子が遅い女性は胞衣を埋め

　た上に放尿すると早く孕む

 父親が産室の床下に埋める  糸を一緒に埋める 　を恐れない

・その年の恵方に埋める

・恵方でないと児の腹が痛む

・男児の胞衣は父親が

 常に踏む所、女児は
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1 . 胞 衣 処 置 の 変 遷  

( 1 ) 縄 文 時 代  

胞 衣 処 置 に 関 す る 記 述 が あ る の は ， 紀 元 前 ３ 万 年 ～

２ 千 年 前 か ら で あ る ． そ の 頃 日 本 は 縄 文 時 代 で ， 日 本

社 会 は 男 女 対 等 で 特 に 母 性 の み の 優 位 性 を 表 す 状 況 は

認 め ら れ な い ．  

『 埋 甕 』 に は 「 住 居 跡 の 埋 甕 に つ い て 『 蓋 石 の 有 無 は

あ っ て も ， 位 置 は い ず れ も 南 側 の 東 西 両 主 柱 穴 の 中 間

よ り ， や や 外 側 に 向 か っ た 同 一 地 点 で あ っ た ． こ の 埋

甕 が 貯 蔵 を 目 的 で あ っ た な ら ば ， 出 入 り の 激 し い 南 側

よ り も ， 他 の 位 置 を 選 定 す る べ き 筈 で あ る 』 」 と さ れ

て い る た め ， こ の 頃 に は 胞 衣 を 戸 口 に 埋 め る 習 慣 が あ

っ た と い え る ． ま た ， 埋 め る 際 に 甕 や 壺 ， 桶 に 入 れ て  

い た こ と を 木 下 は ， 「 一 般 に 胎 盤 を 埋 め る 際 の 容 器 は ，  

か め ･ ･ ･ 省 略 ･ ･ ･ つ ぼ ･ ･ ･ 省 略 ･ ･ ･ な ど が あ り ， こ の ほ か ，  

白 紙
は く し

・ 油 紙 ・ ぼ ろ な ど に 包 む 場 合 も あ る ⁴ ⁾ 」 の 記 述 か

ら ， 縄 文 時 代 よ り 甕 や 壺 ， 桶 に 入 れ 埋 め て い た こ と が

考 え ら れ る ．  

 

( 2 ) 弥 生 時 代  

紀 元 前 1 6 8 年 に 中 国 の 医 学 書 『 胎 産 書 』 に 「 清 水 を

も っ て 胞 を 洗 い ， 次 に 熟 酒 で 胞 を 洗 い ， ま た 酒 を も っ

て 洗 い ， 甕 に 入 れ て 密 封 し て ， 虫 蟻 が 入 ら な い よ う に

す る ⁵ ⁾」 と 胞 衣 の 処 置 方 法 が 記 述 さ れ て い る ． 後 に 平  

安 時 代 の 日 本 最 古 の 医 学 書 『 医 心 方 』 が 『 胎 産 書 』 や ，  

『 産 経 』 を 参 考 に 作 ら れ て い る ．  

紀 元 前 1 6 8 年 （ 弥 生 時 代 ） 頃 か ら 稲 作 農 業 が 本 格 化

し ， 地 方 に 伝 播 し て い っ た ． 『 埋 甕 』 に よ る と ， こ の

稲 作 農 業 の 伝 播 と 床 下 に 胞 衣 を 埋 め る 習 俗 の 分 布 が 一

致 す る 記 述 が あ る ．  
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稲 作 農 業 は 個 人 の 生 産 力 に 影 響 を 与 え ， そ の 生 産 力

の 格 差 に よ っ て 貧 富 の 差 が 出 現 し ， 男 性 優 位 の 身 分 形

成 が 始 ま っ て い る ．  

２ つ の 身 分 格 差 は 胞 衣 処 置 方 法 に も 影 響 を 与 え ， 前

述 し た 『 胎 産 書 』 の 中 の ， 胞 衣 処 置 方 法 は こ の 時 代 の

上 流 階 級 に 限 局 さ れ る も の で ， 庶 民 に 関 す る 記 述 は 認

め ら れ な い ．  

 

( 3 ) 古 墳 時 代  

５ 世 紀 （ 古 墳 時 代 ） は ， 秦 ・ 漢 帝 国 の 政 治 的 ・ 文 化

的 影 響 を 大 き く 受 け 始 め ， 中 国 最 古 の 産 科 専 門 書 『 産

経 』 に 「 清 水 で 胞 衣 を よ く 洗 っ て 清 潔 に し ， 新 し い 瓦

の 甕 に 納 め ， 蓋 も 新 し く す る ． ま ず 胞 衣 を 赤 い 絹 で 包

む ． 次 に 貢 銭 五 枚 を 甕 の 底 に 文 様 の あ る 面 を 上 に 向 け

て ， そ の 上 に 赤 い 絹 に 包 ん で お い た 胞 衣 を 甕 の 中 に 入

れ 蓋 を す る ⁶ ⁾ 」 と 胞 衣 の 処 置 方 法 を 述 べ て い る ．  

遺 跡 か ら 胞 衣 壺 の 発 掘 や ， 『 医 心 方 』 が 『 胎 産 書 』

と 『 産 経 』 を 参 考 に し て お り ， 日 本 の 胞 衣 処 置 も 行 わ

れ て い た こ と が 考 え ら れ る ．  

 

( 4 ) 奈 良 時 代  

奈 良 時 代 は ， 男 性 優 位 の 社 会 は さ ら に 強 ま り ， 女 性  

の 役 割 は 家 庭 で 子 ど も を 産 み 育 て る こ と に 限 定 さ れ た ．  

こ の 時 代 は 胞 衣 処 置 方 法 に 関 す る 大 き な 変 化 は 見 ら れ

て い な い ．  

 

( 5 ) 平 安 時 代  

平 安 時 代 に は 前 述 し た ， 日 本 最 古 の 医 学 書 『 医 心 方 』  

が  9 8 4 年 に 作 ら れ て い る ． 胞 衣 処 置 方 法 の 一 例 と し て

室 町 幕 府 七 代 将 軍 足 利 義 勝 の 『 御 産 所 日 記 』 に よ る と
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「 胞 衣 を 納 め る と き は ， ま ず 清 水 で 七 回 ， つ ぎ に 酒 で 三

回 洗 い ， 酢 に 浸 す ．  

そ の 後 三 尺 （ 約 １ メ ー ト ル ） の 白 布 で 包 み ， さ ら に

そ の 上 か ら 赤 い 絹 で 包 む ． 太 平 の 文 字 が 刻 ま れ て い る

銭 を 三 十 三 文 ， そ の 他 に 筆 と 墨 を 一 緒 に 壺 に 入 れ る ．

埋 め る 場 所 は ， 陰 陽 頭 の 定 め た 吉 方 の 山 と す る ⁷ ⁾ 」 と

記 さ れ て い る ． こ の 時 代 に も 『 医 心 方 』 の 胞 衣 処 置 方

法 が そ の ま ま 伝 わ っ て い る ．  

法 律 で は な く ， 陰 陽 道 の 一 つ と し て 「 胞 衣 納 法 」 と

い う ， 胞 衣 を 埋 納 す る 際 ， 占 い に よ っ て 日 時 と 場 所 を

決 定 す る 手 続 き を す る 方 法 で ， 児 の 将 来 や 成 長 の 発 展

を 願 う も の で あ る ．  

陰 陽 道 は 中 国 由 来 の も の で あ る た め ， 日 本 の 胞 衣 処

置 方 法 も 中 国 由 来 の 可 能 性 が 高 い ． こ の 時 代 は 貴 族 社

会 に お い て 女 性 は 母 親 に な る こ と に よ っ て 尊 ば れ て い

た 時 代 で あ っ た ．  

 

( 6 ) 安 土 桃 山 時 代  

1 5 7 3 年 （ 安 土 桃 山 時 代 ） ， 産 婦 人 科 専 門 医 が 現 れ る ．  

代 表 と し て 中 条 帯 刀 を 祖 と す る 中 条 流 で 江 戸 中 期 ま で

栄 え ， 流 れ を く む 産 科 医 は 堕 胎 術 を 得 意 と し ， 堕 胎 術

の 代 名 詞 と さ れ た ． こ の 時 代 胞 衣 の 始 末 を す る 人 が 現

わ れ 報 酬 を 得 て い た ．  

 

( 7 ) 江 戸 時 代  

1 6 0 3 年 （ 江 戸 幕 府 が 成 立 ） ． 1 6 4 1 年 に 鎖 国 を 完 成

し て ， 幕 府 は 士 農 工 商 の 身 分 制 度 を 厳 し く 守 ら せ た ．

1 7 5 1 年 戸 田 旭 山 に よ り 訂 補 さ れ た 『 中 条 流 産 科 全 書 』

に 助 産 婦 の 記 述 が あ り ， 「 こ の 時 代 よ り 助 産 婦 の 職 業
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的 独 立 を み た が ， 資 格 や 養 成 の 制 度 は な か っ た ． ⁸ ⁾ 」

と さ れ て い る ．  

「 賀 川 玄 悦 （ 1 7 0 1 ～ 7 7 ） の 『 産 論 』 で ， わ が 国 の 産

婦 人 科 学 は 科 学 の 域 に 達 し た と 言 わ れ て い る ． ⁹ ⁾ 」 と

述 べ て い る ． ま た ， 近 世 伊 勢 流 の 出 産 儀 礼 書 と し て

『 産 所 方 式 』 が あ る ．  

胞 衣 に 関 す る こ と は ， 「 江 戸 の 陰 陽 師 の 関 係 資 料 が

残 さ れ て い て ， そ の 中 に 胞 衣 納 め の 刷 り 物 が 紹 介 さ れ  

て い る ． 1 0 ) 」 記 述 が あ り ， 胞 衣 納 め に 陰 陽 師 が 継 続 し  

て 関 わ っ て い る ．  

 

( 8 ) 明 治 時 代  

1 8 7 9 （ 明 治 1 2 ） 年 に コ レ ラ 菌 に よ る 感 染 が 流 行 し ，

「 維 新 後 衛 生 取 締 」 と い う 制 度 が 作 ら れ る ．  

こ れ を き っ か け に 公 衆 衛 生 の 観 念 が 出 て く る こ と と  

な る ． そ の た め ， 1 8 8 7 （ 明 治 2 0 ） 年 に は 「 胞 衣 産 穢 物

取 締 規 則 」 が 都 道 府 県 ご と に 作 ら れ る ．  

ち な み に 三 重 県 で は 「 胞 衣 其 ノ 他 ノ 産 穢 物 取 扱 ニ 関

ス ル 件 」 で あ る ． こ の 取 り 決 め 後 ， 中 村 は ， 「 近 世 に  

現 れ ず ， 明 治 期 に 出 現 す る 処 理 法 は ， 焼 却 で あ る ． 1 1 ) 」  

と 述 べ て お り ， 胞 衣 の 火 葬 が 始 ま り ， 現 在 の 胎 盤 の 扱

い 方 の 基 本 と な っ て い る ．  

1 8 9 1 （ 明 治 2 4 ） 年 に 出 さ れ た 「 墓 地 及 び 埋 葬 取 締 規

則 」 は ， 胞 衣 や 死 者 の 埋 葬 の 制 限 を 行 う よ う に な っ て

い る ．  

1 8 9 5 （ 明 治 2 8 ） 年 ， 奈 良 県 知 事 が 定 め た 「 清 潔 法 」

で ， 胞 衣 を 埋 葬 す る 場 所 が 住 居 の 中 か ら 胞 衣 捨 場 （ 現

在 の 墓 場 ） に 改 変 さ れ る き っ か け と り ， 奈 良 県 は ， 埋

葬 法 が 選 択 さ れ て い た ． そ の た め ， こ の 時 代 は 地 域 に
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よ っ て ， 焼 却 処 分 が 開 始 さ れ て い る が ， 埋 没 法 が 継 続

さ れ て い た と こ ろ も あ る ．  

1 8 9 9 （ 明 治 3 2 ） 年 ， 『 産 婆 規 則 』 に よ っ て ， 法 的 に

助 産 婦 の 身 分 が 確 立 さ れ た ．  

 

( 9 ) 大 正 時 代  

1 9 1 2 年 （ 大 正 時 代 ） 頃 に な る と ， 近 代 西 洋 医 学 思 想

が 深 く 浸 透 し ， 助 産 婦 教 育 整 備 や 専 門 職 の 必 要 性 の 認

識 が 始 ま る ． ま た ， 大 正 末 期 か ら 慢 性 的 な 経 済 不 況 に  

よ り ， 堕 胎 数 が 増 加 し て い る ． そ の 後 1 9 1 4 （ 大 正 3 ） 年  

か ら 始 ま っ た 第 一 次 世 界 大 戦 に 勝 利 し 好 景 気 が 訪 れ る ．  

 

( 1 0 ) 昭 和 時 代  

昭 和 時 代 は ， 第 二 次 世 界 大 戦 が 勃 発 ・ 敗 戦 を 体 験 す

る ． 1 9 4 5 （ 昭 和 2 0 ） 年 に ア メ リ カ の G H Q の 占 領 施 策 に  

よ っ て 「 公 衆 衛 生 対 策 に 関 す る 覚 え 書 」 が 発 表 さ れ る ．  

こ れ に 続 き 「 廃 棄 物 の 処 理 及 び 清 掃 に 関 す る 法 律 」 が

施 行 さ れ る ． こ の 法 律 に よ り ， 胞 衣 は 現 代 の 胎 盤 の 取

り 扱 い と 同 様 と な り ， 人 体 の 臓 器 と し て 扱 わ れ ， 感 染

性 廃 棄 物 に 分 類 さ れ る よ う に な る ．  

そ の 頃 の 日 本 は ， W H O と 共 に P H W （ 公 衆 衛 生 福 祉 局 ）

の 指 導 監 督 下 に あ っ た ． 杉 立 は P H W に つ い て ， 「 こ の

P H W に よ る 助 産 制 度 の 改 革 は ア メ リ カ で 現 に 行 わ れ て い

る 医 師 主 導 に よ る 施 設 分 娩 を 指 向 し た も の で ， 厚 生 省

も こ の 方 針 に 協 力 し た ． 1 2 ) 」 と 述 べ て い る ．  

G H Q ・ P H W が 介 入 し ， 自 宅 分 娩 か ら ， 施 設 分 娩 に 転 向

し て い る が ， 「 1 9 4 7 年 に は ， 施 設 分 娩 （ 病 院 ・ 診 療 所  

・ 助 産 院 ） は 2 . 4 ％ ， 1 9 5 0 （ 昭 和 2 5 年 ） 年 ， 4 . 6 ％ で

自 宅 分 娩 が 多 く を 占 め て い る ．  

1 9 5 0 年 代 半 ば に な る と ， 次 第 に 施 設 分 娩 が 増 加 し ，  
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1 9 6 0 年 に は 5 0 ％ ， 1 9 7 3 年 に は 8 4 ％ ， 1 9 7 6 年 に は 9 9％  

が 施 設 分 娩 と な っ た ． ¹ ³ ⁾ 」 と 言 わ れ て い る ． 胞 衣 処 置  

も 病 院 で 行 わ れ る こ と と な る ．  

 

( 1 1 ) 平 成 時 代 ・ 現 代  

時 代 は 平 成 と な り ， 1 9 9 1 （ 平 成 3 ） 年 に 「 廃 棄 物 の

処 理 及 び 清 掃 に 関 す る 法 律 」 が 改 正 さ れ ， 産 業 廃 棄 物

が 問 題 に な り 処 理 法 が 位 置 づ け ら れ た ． こ の 時 代 か ら

胎 盤 は 処 理 業 者 に よ っ て 処 理 さ れ て い る ． そ れ は ， 助

産 所 開 業 マ ニ ュ ア ル に 「 人 間 の 臓 器 に 該 当 す る 胎 盤 の

処 理 は ， 認 定 を 受 け た 処 理 業 者 と 契 約 を 結 び ， 行 う ．

胎 盤 処 理 に つ い て 各 市 町 村 の 条 例 に 則 っ て 行 う 必 要 が  

あ る ． 1 4 ) 」 」 と 述 べ て お り ， さ ら に 産 業 廃 棄 物 処 理 を  

委 託 す る 場 合 の 注 意 点 と し て 「 産 汚 物 （ 胎 盤 ） な ど の

処 理 に 関 す る 産 業 廃 棄 物 収 集 運 搬 業 （ 血 液 で 汚 染 さ れ

た も の ） に つ い て は ， そ れ ぞ れ の 都 道 府 県 知 事 の 許 可

証 を 所 持 し て い る 業 者 に 依 頼 す る こ と が 義 務 付 け ら れ

て い る ． 廃 棄 物 排 出 状 態 に つ い て は ， 業 者 を 通 し て 報  

告 書 を 提 出 す る ． 1 5 ) 」 規 定 に 基 づ い て 胎 盤 処 置 を 行 っ  

て い る ．  

 

2 . 日 本 各 地 の 胞 衣 処 置 方 法  

『 日 本 産 育 習 俗 資 料 集 成 』 を も と に 胞 衣 処 置 方 法 を 胞  

衣 処 置 の 場 所 ， 器 物 類 ， 男 女 の 違 い ， 謂 れ ・ そ の 他 の

４ 項 目 に 分 類 し 日 本 各 地 の 都 道 府 県 ご と に ま と め 表 ２

に 示 す ． 資 料 集 成 の 調 査 は ， 1 9 3 5 （ 昭 和 1 0 ） 年 に 開 始  

さ れ 、 1 9 3 8 （ 昭 和 1 3 ） 年 に 報 告 さ れ た も の で あ る ．  

 

( 1 ) 胞 衣 処 置 の 方 法  
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胞 衣 処 置 方 法 は 全 国 的 に “ 埋 め る ” と い う 方 法 が 一

般 的 で あ っ た ． 地 域 に よ っ て は 川 に 流 す 地 域 も 見 ら れ

て い る ．  

 

( 2 ) 胞 衣 処 置 の 場 所  

全 国 的 に 見 ら れ る 共 通 項 と し て ， 日 陰 に 埋 め る こ と

が 挙 げ ら れ る ． 愛 知 県 の 伝 承 に よ る と 「 後 産 や 汚 物 は

屋 外 に 出 し て オ テ ン ト サ （ 太 陽 ） に あ て る と も っ た な  

い な い ， 罰 が あ た る 1 6 ) 」 と い う 謂 れ が あ る ． ま た ， 日  

光 に 当 る と 精 神 病 に な る ， 夜 泣 き を す る 等 の 謂 れ も あ

る ． 関 連 し 埋 め る 時 間 帯 も 日 の 出 前 ， 日 没 後 に す る 地

域 が 多 く あ る ．  

埋 め る 場 所 は ， 頭 の 固 い 子 ・ 丈 夫 に な る 謂 れ か ら 人

に 踏 ま れ る 場 所 に 埋 め る 地 域 と 踏 ま れ な い 場 所 に 埋 め

る 地 域 差 が あ る ．  

地 域 に よ っ て 明 け 方 ， 恵 方 ， 吉 方 と 呼 ば れ 方 は 異 な

る が ， そ の 年 の 良 い と さ れ る 方 角 を 選 び 埋 め ら れ て い

る ． 逆 に 金
こ ん

神 様
じ ん さ ま

の 方 向 に 埋 め る ， 埋 め る 方 角 が 悪 い と

児 の 夜 泣 き ， 産 後 の 病 気 が 長 引 く 災 難 が 起 こ る 等 の 謂

れ も あ る ． そ の た め ， 方 角 を 選 ぶ 際 は 易 者 に よ る 鑑 定

も 行 わ れ て い る ．  

 

( 3 ) 器 物 類  

器 物 類 は 主 に 壺 と 紙 に 分 か れ て い る ． 地 域 差 は 認 め

ら れ ず ， 全 国 各 地 で こ の 形 態 が み ら れ て い る ．  

他 の も の は ， わ ら で 包 む ， 雄 雌 の あ わ び で 包 む ， 汚

物 と 一 緒 に 包 む 習 慣 も あ る ． ま た ， 胞 衣 と 一 緒 に 干 し

魚 ， あ ず き ， 米 ， か つ お ， 塩 な ど を 一 緒 に 入 れ る 地 域

も あ る ．  
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( 4 ) 男 女 の 違 い  

男 女 に よ る 違 い は ， 一 緒 に 埋 め る も の と 場 所 の 違 い

が あ る ．  

一 緒 に 埋 め る 物 は ， 多 少 の 地 域 差 は あ る が 一 般 的 に

男 児 は ， 墨 ， 筆 ， 末 広 ， 算 盤 ， 白 紙 ， 硯 等 を 一 緒 に 埋

め ， 学 問 の 発 達 を 祈 念 し て い る ． 女 児 は ， 糸 ， 針 ， 末

広 ， 白 粉 ， 紅 等 を 一 緒 に 埋 め ， 裁 縫 の 上 達 を 祈 念 し て

い る ．  

埋 め る 場 所 は ， 男 児 は 家 の 入 口 の 内 側 ， 女 児 は 嫁 に  

行 く た め 入 口 の 外 側 に 埋 め る 地 域 が 多 く あ る ． し か し ，  

九 州 地 方 の み 男 児 は ， 家 の 門 口 に 向 か っ て 左 側 ， 女 児

は 家 の 門 口 に 向 か っ て 右 側 に 埋 め る 地 域 が 多 く ， 本 土

と は 異 な っ た 習 俗 が み ら れ た ．  

 

( 5 ) 謂 れ ， そ の 他  

埋 め た 胞 衣 を 父 親 が 踏 み つ け る ， ま た ぐ こ と に よ り ，  

そ の 子 は 親 の 意 に 従 う 謂 れ が 全 国 的 に み ら れ る ． 他 に

そ の 子 が 増 長 し て は 困 る 等 ， 子 の 健 や か な 成 長 を 願 う

思 い を 推 察 す る ． 同 じ 様 な 謂 れ と し て ， 埋 め た 胞 衣 の  

上 を 一 番 初 め に 通 っ た も の を 恐 れ る と 云 わ れ ， 犬 や 猫 ，  

最 初 に 這 っ た 虫 を 一 生 恐 れ る と さ れ て い る ．  

そ の 他 の 特 徴 と し て ， 千 葉 県 で は 「 胎 盤 に は 胎 児 の

父 親 の 家 紋 が あ る 1 7 ） 」 と さ れ て い る ． 東 京 都 で は ，

「 密 夫 の 子 は 胞 衣 を 酢 で 洗 う と 定 紋 が 目 茶 苦 茶 に な っ

て 現 れ る が ， 正 当 な 子 は 正 し く つ い て い る ． 1 8 ） 」 ．

愛 知 県 で は ， 「 後 産 を 洗 っ た 水 に 定 紋 が 現 れ る と 実 子

で ， そ う で な い 時 は 実 子 で は な い 1 9 ） 」 記 述 も あ る ．

定 紋 と は 家 紋 と 同 義 語 で あ る ．  
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Ⅴ ． 考 察  

1 . 胞 衣 処 置 の 変 遷  

胞 衣 処 置 方 法 に は 社 会 的 背 景 や 法 律 の 変 化 な ど 様 々

な 要 因 が 関 わ っ て い る こ と が 分 か っ た ．  

そ の 結 果 ， ① 古 く か ら の 胞 衣 へ の 思 想 ， ② 公 衆 衛 生

の 出 現 ， ③ G H Q の 指 導 と 分 娩 場 所 の 移 り 変 わ り ， ④ 現

代 の 胞 衣 の ４ 項 目 が 重 要 な ポ イ ン ト と し て 考 察 す る ．  

 

①  古 く か ら の 胞 衣 へ の 思 想  

胞 衣 処 置 方 法 に 対 す る 考 え 方 は 以 前 よ り ， 呪 術 的 な

意 味 合 い も 含 ま れ て お り ， 木 下 は 「 縄 文 時 代 の 埋 甕 が

底 な し で あ る こ と は ， 民 族 例 を 参 照 し た と き ， 安 産 を

願 う 祈 り を こ め た 類 感 呪 術 を 示 す も の と い う べ き で あ

ろ う ． 2 0 ） 」 と 述 べ て い る こ と か ら 云 え る ．  

縄 文 時 代 は 埋 却 の 胞 衣 処 置 方 法 で あ っ た が ， 弥 生 時

代 ・ 古 墳 時 代 に な る と 中 国 と 交 流 で ， 中 国 由 来 の 胞 衣  

処 置 方 法 が 日 本 に 伝 播 し た こ と を 『 胎 産 書 』 や 『 産 経 』  

を 参 考 に 作 ら れ て い る 『 医 心 方 』 か ら 推 測 で き る ．  

ま た ， 『 日 本 人 の 子 産 み ・ 子 育 て － い ま ・ む か し － 』  

他 の 書 物 で も ， 胞 衣 を 児 の 分 身 だ と す る 思 い が 日 本 に

は あ っ た ． 杉 立 も 『 産 経 』 に つ い て ， 「 こ こ に 書 か れ

て い る よ う に ， 中 国 古 代 で は 胞 衣 を あ た か も 新 生 児 の

分 身 の よ う に 考 え て 非 常 に 丁 重 に 埋 蔵 し て い た こ と が

わ か る ． 2 1 ) 」 と 述 べ て い る ．  

平 安 時 代 に な る と 貴 族 社 会 が 形 成 さ れ ， 出 産 す る こ

と が 女 性 の 義 務 と さ れ て い た が ， そ の 一 方 で 出 血 を 伴

う そ の 行 為 自 体 は 最 も 穢 れ で あ る と 人 々 に 恐 れ ら れ て

い た ． そ の た め 出 産 に 付 随 し て 排 出 さ れ る 胞 衣 も 穢 れ

で あ る と い う 思 想 が で て き た の で は な い か と 考 え る ．  
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ま た ， 『 御 産 所 日 記 』 に も 足 利 義 勝 の 胞 衣 処 置 方 法 に

関 す る 記 録 が 残 さ れ て い る ．  

庶 民 の 胞 衣 処 置 方 法 は ， 中 村 が 「 日 本 に お け る そ の

歴 史 を 跡 づ け た い が ， 遺 憾 な が ら 中 世 以 前 に は ， こ れ

に 関 す る 衆 庶 習 俗 の 記 録 は 残 存 し な い ． そ こ で も っ ぱ

ら ， 皇 族 ・ 貴 族 ・ 将 軍 家 の 記 録 を 列 挙 す る に と ど め ざ

る を 得 な い ． 2 2 ） 」 と 述 べ て い る よ う に 記 録 と し て は

残 っ て い な い ． し か し ， 「 産 穢 物 取 締 規 則 」 施 行 か ら

焼 却 法 が 出 現 し こ と か ら そ れ 以 前 は ， 庶 民 も 埋 却 法 で

胞 衣 処 置 を 行 っ て い た と 考 え ら れ る ． 従 っ て ， こ の 時

代 は 時 代 背 景 に よ り ， 貴 族 と 庶 民 と い う 身 分 差 が 生 じ

て い る が ， 両 者 埋 却 法 を 採 用 し て お り ， 胞 衣 を 尊 ぶ 思

想 は 共 通 し て い た の で は な い か と 考 え る ．  

江 戸 時 代 は ， 『 産 所 方 式 』 で 出 産 に ま つ わ る 儀 礼 書

に ， 詳 し く 胞 衣 処 置 方 法 が 示 さ れ て い る ． そ の 中 で

「 胞 衣 を た ら い の な か の 酒 と 水 で 洗 い ， 白 絹 で 包 む ．

松 製 の 胞 衣 桶 の 底 に は 白 絹 の か た び ら を 敷 き ， 胞 衣 包

み の 上 に は ， 重 し の た め 太 平 通 宝 銭 を 紙 で く る み 乗 せ

る ． 胞 衣 包 と 桶 と の 間 の 透 き 間 を 綿 で 詰 め ， 胞 衣 包 が

動 か な い よ う に す る ． ･ ･ ･ 省 略 ･ ･ ･ 外 家 の 桶 を 白 ・ 赤 の  

絹 で 包 み ， 壺 に 収 容 す る ． 2 3 ) 」 と 述 べ “ 埋 却 ” の 明 文  

は な い が ， 壺 に 収 容 す る 記 述 か ら 胞 衣 壺 で あ る と す れ

ば ， 埋 却 法 で あ る こ と が 考 え ら れ る ．  

こ の 時 代 ， 日 本 は 鎖 国 で あ る が ， 特 定 の 国 オ ラ ン ダ

か ら 解 剖 書 が 輸 入 さ れ て 現 在 と 同 様 の 解 剖 図 が 世 間 に

知 れ 渡 っ て お り ， 産 科 領 域 に お け る 科 学 的 知 識 を 修 得

で き て い る ． 後 の 明 治 時 代 の 衛 生 観 念 に 関 わ っ て い る

こ と が 考 え ら れ る ．  
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②  公 衆 衛 生 の 出 現  

明 治 時 代 に 入 り 風 習 通 り 胞 衣 を 住 居 近 く に 埋 め る が ，  

コ レ ラ 菌 を 持 っ て い る 母 の 胞 衣 か ら コ レ ラ 菌 が 井 戸 水

に 暴 露 し 飲 水 と し て 利 用 さ れ ， コ レ ラ が 蔓 延 し 流 行 す

る 事 態 と な っ た ． そ の た め ， 「 産 穢 物 取 締 規 則 」 が で

き 胞 衣 の 処 置 方 法 を 埋 却 か ら 焼 却 へ 変 換 し た こ と が 考

え ら れ る ．  

胞 衣 の 取 り 扱 い に 変 化 が 見 ら れ た の は “ 感 染 ” “ 公

衆 衛 生 ” と い う 概 念 の 出 現 が ， タ ー ニ ン グ ポ イ ン ト と

な っ て い る ． 医 療 技 術 や 学 問 と し て の 医 療 が 発 達 し た

こ と に よ り ， 専 門 職 者 が 公 衆 衛 生 の 理 論 を 確 立 し ， 行

政 が 胞 衣 の 取 り 扱 い の 風 習 を 変 え た こ と と 考 え る ． し

か し ， 行 政 が 法 律 を 施 行 し て も ， 一 斉 に 胞 衣 の 取 り 扱  

い に 変 化 は な く ， 1 9 4 5 （ 昭 和 2 0 ） 年 ま で 胞 衣 壺 が 売 ら  

れ て い た こ と か ら も ， 胞 衣 へ の 思 い ・ 処 理 方 法 は 人 々

に と っ て 根 強 く 浸 透 し て い た こ と と 考 え る ．  

 

③  G H Q の 指 導 と 分 娩 場 所 の 移 り 変 わ り  

1 9 4 5 （ 昭 和 2 0 ） 年 第 二 次 世 界 大 戦 敗 戦 後 ， G H Q に 占

領 さ れ ， 日 本 の 感 染 対 策 や 施 設 分 娩 に 関 す る 指 導 を 受  

け て い る ． 1 9 7 0 年 代 に は 8 4％ が 施 設 分 娩 へ と 移 行 し て  

い る ． し か し ， 胞 衣 処 置 は ， 埋 却 法 を 行 な っ て い た 地

域 も 有 っ た と い え る ．  

1 9 7 0 （ 昭 和 4 5 ） 年 に 『 廃 棄 物 の 処 理 及 び 清 掃 に 関 す  

る 法 律 』 が 施 行 さ れ ， 胞 衣 の 焼 却 処 分 を 法 的 規 則 と し

て い る ． こ の 時 期 か ら 焼 却 処 分 が 胞 衣 処 置 方 法 の 主 流

に な っ た と 考 え る ． 施 設 分 娩 へ の 移 行 と 『 廃 棄 物 の 処

理 及 び 清 掃 に 関 す る 法 律 』 が 胞 衣 処 置 へ の 移 行 に 影 響

を 与 え て い る ．  
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④  現 代 の 胞 衣  

現 在 ， 胞 衣 の 処 理 は 胎 盤 処 理 業 者 が 許 可 証 の 保 持 を

条 件 に 胎 盤 処 置 を し て い る ． 胎 盤 処 理 業 者 の 許 可 証 が

必 要 な 理 由 は ， “ プ ラ セ ン タ ” と し て 化 粧 品 と し て ，

胎 盤 を 悪 用 さ れ る 可 能 性 が あ り ， そ れ を 防 ぐ た め に 許

可 証 の 保 持 を 条 件 と し て い る の で は な い か と 考 え る ．  

今 は ， 胎 盤 は 殆 ど 産 婦 の 目 に と ま る こ と な く 処 置 さ

れ て お り ， 胎 児 の 分 身 と す る 思 想 は 人 々 か ら 忘 れ ら れ

て い る こ と が 推 測 で き る ． し か し ， 胎 盤 の あ ら ゆ る 効

能 が 解 明 さ れ ， 人 類 に と り 貴 重 な 存 在 で あ る こ と は 変

わ ら な い と 考 え る ．  

 

2 . 日 本 各 地 の 胞 衣 処 理 方 法  

日 本 人 の 出 産 に 対 す る 意 識 と し て ， 杉 立 は ， 「 古 来 ，  

血 の 穢 れ に 対 す る 禁 忌 （ タ ブ ー ） の 意 識 は 強 く ， 月

経 の 「 赤 不 浄 」 と お 産 の 「 白 不 浄 」 は と も に 忌 む べ き  

も の と さ れ ・ ・ ・ 省 略 ・ ・ ・ 忌 避 感 の た め で も あ る が ，  

一 方 で は ， 生 命 の 誕 生 と は ， あ の 世 か ら こ の 世 に 生 ま

れ 出 て く る こ と ・ ・ ・ 省 略 ・ ・ ・ 出 産 は 女 性 が も つ 特

殊 な 力 で あ り ， 非 日 常 的 な 力 で も あ る か ら ， そ れ を 畏  

怖 し ， 日 常 の も の と は 区 別 す る の だ と い う 考 え も あ る ．  

出 産 は ， 決 し て 穢 れ た 物 で は な く ， む し ろ 尊 ば れ て い

た と い っ て よ い 2 4 ） 」 と 述 べ て い る ． よ う に ， 出 産 は

不 浄 と さ れ つ つ も 神 秘 的 な 事 だ と 捉 え 両 義 性 が あ っ た

と 考 え ら れ る ． そ の た め ， 胞 衣 は 不 浄 な も の と し て 扱

わ れ て い た の で は な く ， 胎 児 と 共 に 娩 出 さ れ ， あ の 世

か ら 胎 児 と 共 に 生 ま れ ， 児 に 何 ら か の 関 係 や 影 響 が あ

る と 考 え た の で は な い だ ろ う か と 思 わ れ る ．  

結 果 の ① ～ ⑤ に 沿 っ て 考 察 す る ．  
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①  胞 衣 処 置 の 方 法  

胞 衣 処 置 方 法 は 時 代 の 変 遷 と 共 に 変 化 し て い っ た ．

昔 は 全 国 的 に “ 埋 め る ” 手 段 が 一 般 と さ れ て い た こ と

が 明 ら か に な っ た ． こ れ は ， 縄 文 時 代 か ら の 習 慣 と し

て 埋 め る 行 為 は ， 人 々 の 大 切 な も の を 扱 う 最 上 級 の 表

現 だ と 考 え る ．  

そ の 理 由 の 一 つ 目 に ， 人 が 死 ん だ 時 に は そ の 身 を 埋

め 死 者 に 対 す る 敬 意 を 表 し て い た ． 胞 衣 に も 児 を 出 生

ま で 見 届 け た と い う 敬 意 を 込 め て 埋 め て い た の で は な

い か と 考 え る ． 二 つ 目 に ， 埋 め る こ と は ， そ の も の を

大 切 に 保 管 す る 表 れ だ と 考 え る ．  

川 に 流 す 地 域 も 見 ら れ た ． 鎌 田 ら は ， 「 川 に 流 す 場

合 は ， 流 す 前 に 小 石 を 一 個 捨 て て か ら 流 し た ・ ・ ・ 省

略 ・ ・ ・ 御 神 酒 を 注 い で お も り を つ け ， 海 中 に 沈 め て

し ま う こ と も あ っ た ・ ・ ・ 省 略 ・ ・ ・ た だ 流 す と い う

だ け で は な い と い う と こ ろ に 注 目 し た い ． こ れ は ， 胞

衣 を 神 聖 な も の と し て 大 事 に 扱 っ て い た こ と で は な い

だ ろ う か ． 2 5 ） 」 と 述 べ て い る ．  

方 法 は 異 な る が 大 切 な も の を 扱 う 目 的 は 同 じ で あ る

と 考 え る ．  

 

②  胞 衣 処 置 の 場 所  

胞 衣 の 処 置 と し て ， 日 陰 に 埋 め る こ と が 全 国 に 共 通

し て あ る ．  

愛 知 県 は ， 太 陽 は オ テ ン ト サ と 言 わ れ ， 太 陽 に あ た

る と も っ た い な い ， 罰 が あ た る と い う 謂 れ が あ る ． そ

の 罰 と は 何 か に つ い て 明 ら か に は さ れ て い な が ， 可 能

性 と し て 中 村 は ， 「 胞 衣 に 宿 る マ イ ナ ス の 力 が 日 光 に

よ っ て 解 放 さ れ る 危 険 が 信 じ ら れ て い た の で は な い だ

ろ う か 2 6 ） 」 と 述 べ て い る ．  
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し か し ， 文 献 に よ っ て は ， 日 に 当 た る 場 所 に 埋 め る

方 法 の 地 域 も 存 在 し た ． そ の 理 由 と し て ， 日 本 最 古 の

医 学 書 で あ る 『 医 心 方 』 で は ， 日 陰 に 埋 め る こ と を 禁

忌 と し て い た ． こ れ は ， 『 医 心 方 』 の も と と な る 中 国

の 影 響 を 受 け た 考 え 方 で ， 胞 衣 の 腐 敗 を 阻 止 し ， そ の

大 地 へ の 同 化 を 妨 げ る 意 図 が あ っ た と さ れ ， 「 向 陽 高

燥 」 の 地 に 納 め よ う と す る 中 国 の 規 範 で あ っ た と 云 え

る ．  

埋 め る 時 間 帯 も ， 上 記 の 理 由 か ら 日 に 当 た る 時 間 を

避 け 日 没 を 選 ん で い た と 考 え る ． 埋 め る 場 所 は ， 踏 む  

・ 踏 ま な い 二 つ の 方 法 が あ る ． 中 国 で は ， 胞 衣 を 知 ら

な い 人 に 踏 ま れ る と 跡 継 ぎ が で き な い 俗 信 が あ り ，

「 踏 ま な け れ ば 鳥 獣 に 暴 か れ や す い ． 胞 衣 と 同 腹 の 子

が 踏 め ば ， 両 者 間 の 感 応 は 容 易 に 通 じ る ． し か し 誰 で

も 踏 め ば よ い と い う も の で も な く ， 地 を 踏 み 固 め 過 ぎ

る と ， 胞 衣 の 生 命 力 は 閉 じ 込 め ら れ て し ま う 2 7 ） 」 と

さ れ て い る ． 日 本 で も ， 多 く は 敷 居 や 床 下 な ど に 埋 め

て お り ， 踏 む ・ 踏 ま な い は 相 反 す る 謂 れ が 存 在 し ， 地

域 で の 解 釈 も 様 々 で あ っ た と 思 わ れ る ．  

埋 め る 方 角 に は ， 1 8 5 0 年 代 の 資 料 に ， 胞 衣 の 埋 め 方

を 占 っ た 一 文 が 見 つ か っ て い る ． そ こ に は ， 辰 ・ 酉 な

ど の 干 支 を 用 い て 良 い 方 角 が 記 さ れ て お り 胞 衣 を 埋 め

る 際 に は 方 角 を 重 視 し て い る こ と が 認 識 で き る ．  

金 神 様 は ， 陰 陽 五 行 説 か ら 生 ま れ た 凶 神 で あ り ， 災

い を 司 る 神 様 と さ れ て い る ． 金 神 が 所 在 す る 方 位 は ，  

秋 か ら 冬 に か け て 枯 れ て い く ， 太 陽 が 沈 む 方 向 （ 西 ） ，  

人 で い う と 老 い て い く と い わ れ る 方 向 で あ る ． ま た ，

運 気 が 下 が り 良 く な い 事 が 重 な っ て 物 事 す べ て が 冷 酷

無 残 に な る こ と か ら 極 め て 良 く な い 方 位 で あ る と さ れ
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て い る ． こ の こ と か ら ， 胞 衣 を 金 神 様 の 方 向 に 埋 め て

は い け な い と い う 風 習 が あ っ た と 考 え る ．  

 

③  器 物 類  

『 諸 国 風 俗 問 状 』 で は ， 胞 衣 納 め の 方 法 と し て 桶 に

入 れ て い た と 記 さ れ て い る ． 実 際 に 桶 を 用 い て 埋 め て

い る 地 域 も あ る が ， 壺 ・ 白 紙 ・ 椀 な ど を 用 い て い る 地

域 が 多 く ， 後 者 の 方 が 主 流 で あ っ た と 思 わ れ る ． こ の

こ と か ら ， 胞 衣 を そ の ま ま 埋 め 捨 て る の で は な く ， 何

か し ら の 容 器 等 を 用 い て 埋 め て い る ． 器 物 類 を 用 い る

理 由 と し て ， 「 長 期 保 存 志 向 で も な く 放 棄 の 意 図 に も

と づ く も の で も な い 一 時 保 存 を よ し と す る 態 度 が あ っ

た よ う に 思 わ れ る ． 胞 衣 は ， 同 腹 の 子 が 一 定 の 成 長 段

階 に 達 す る ま で 家 の 内 部 ま た は 近 辺 に あ っ て ， そ の 生

命 力 を 支 持 ・ 強 化 す る 役 を 果 た す ． そ の あ と は ， 大 地

に 還 帰 し て し ま う ． 」 2 8 ） と 中 村 は 述 べ て い る よ う に  

胞 衣 を 大 切 な も の と し て 扱 う と い う 意 識 が 感 じ ら れ る ．  

ま た ， 胞 衣 と 一 緒 に 干 し 魚 ， あ ず き ， 米 ， か つ お ， 塩

な ど を 埋 め て い る 風 習 が あ る が こ れ は ， 「 生 臭 物 を 一

緒 に 埋 め る こ と は ， こ れ が 不 浄 な も の で は な い ， 神 聖

な も の で あ る こ と を あ ら わ し て い る ． 」 2 9 ） と 述 べ て  

い る ． こ の こ と か ら ， 胞 衣 は 不 浄 物 と し て 捉 え る 反 面 ，  

児 の 分 身 と し て 大 切 に 扱 う 捉 え 方 も 根 付 い て い る と 考

え る ．  

 

④  男 女 の 違 い  

男 女 の 違 い は ， 現 代 よ り も 明 確 な 区 分 け が さ れ て お

り ， 男 児 は 学 問 の 発 達 ， 女 児 は 裁 縫 の 上 達 を 願 い ， 筆  
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・ 紙 ・ 針 ・ 糸 な ど を 入 れ ， 胞 衣 に 児 の 将 来 を 託 す と 共

に ， 児 の 成 長 過 程 に 大 き な 影 響 を 及 ぼ す も の と 信 じ ら

れ て い た こ と が 推 察 で き る ．  

埋 め 方 も 男 女 の 違 い は 明 確 で ， 男 児 は 家 の 内 ， 女 児  

は 嫁 に 行 く の で ， 戸 口 を 境 に 家 の 外 と 決 め ら れ て い る ．  

九 州 地 方 に 限 定 し た 埋 め 方 の 違 い に 関 し て ，  

「 『 日 本
に ほ ん

書 紀 纂 疏
し ょ き さ ん そ

』 に 「 陽 は 左 を 主 り ， 陰 は 右 を 主 る 」  

も の で あ る か ら ， 「 陽 神 は 左 に 旋
め ぐ

り ， 陰 神 は 右 に 旋
め ぐ

」

り ， 「 陽 先 に 唱 へ ， 陰 後 に 和 す 」 べ き も の で あ る 3 0 ） 」  

記 述 が あ る ． こ の こ と は ， 隋 代 の 『 玄 女 経 』 に ， 「 男

（ 陽 ） と 女 （ 陰 ） の 両 精 気 の 過 不 足 の な い か か わ り が

受 胎 に は 必 要 で あ る と さ れ て い る ．  

男 （ 陽 ） と 女 （ 陰 ） が 逆 転 す る か ， 女 が 主 導 す る こ

と に な れ ば ， 『 日 本 書 記 』 神 代 巻 に イ ザ ナ ギ ・ イ ザ ナ

ミ 両 神 の 場 合 の ご と く ， 蛭 児
ひ る こ

・ 淡
あ わ

洲
し ま

と い っ た 障 害 児 が

誕 生 す る こ と に な る の で あ る 」 3 1 ） と 書 か れ て い る ．

こ れ ら の こ と か ら ， 九 州 地 方 で は 胞 衣 を 埋 め る 際 に 男

は 左 ， 女 は 右 と い う 習 俗 が 根 付 い て い た の で は な い か

と 考 え る ．  

 

⑤  謂 れ ・ そ の 他  

埋 め た 胞 衣 を 父 親 が 最 初 に 踏 む ， 跨 ぐ う 風 習 が 全 国

共 通 に み ら れ た ． こ れ に 対 し 矢 野 は ， 「 胞 衣 は 人 が 踏

む 場 所 で あ れ ， 踏 ま な い 場 所 で あ れ ， 父 親 が 一 度 は 踏

み つ け る 伝 承 を 伴 っ て い る ． そ こ に は ， 胞 衣 に 対 す る

畏 れ と ， そ の 力 を 押 さ え 込 も う  

と す る 意 図 が 見 出 せ る 」 3 2 ） と 述 べ て い る ． ま た ， 胞 衣

を 埋 め た 上 を 最 初 に 通 る も の を 一 生 怖 が る も の だ と い

い ， 「 こ の よ う な 伝 承 の あ る 地 域 で は ， 蜘 蛛 や 蛇 を 極

端 に 怖 が る 人 が い る と ， 胎 盤 を 埋 め た 上 を 最 初 に 通 っ
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た の が 蜘 蛛 や 蛇 だ ろ う と い わ れ た ． 」 3 3 ） こ の こ と か ら

も 胞 衣 は 子 ど も の 分 身 と し て 扱 わ れ て お り ， 児 の 将 来

を 願 う と と も に ， 父 親 に 絶 対 服 従 と い う 目 的 も 相 ま っ

て ， こ の よ う な 行 為 に つ な が っ て い た の で は な い か と

考 え る ．  

胞 衣 に 家 紋 が あ る と し て 扱 っ て い た 地 域 が あ り ， 私

た ち の 推 測 で は あ る が ， 父 親 で あ る 証 拠 を そ こ に 求 め

て い た の で あ ろ う と 考 え る ．  

謂 れ は 地 域 ・ 表 現 方 法 共 ， 様 々 で あ る が 共 通 点 は 児

の 健 康 や 将 来 を 願 う 気 持 ち で ， 胞 衣 を 児 の 分 身 と し て

大 事 に 扱 っ て い た と 考 え ら れ る ．  

 

Ⅵ ． 結 論  

1 . 縄 文 時 代 か ら 人 々 は 胞 衣 を 児 の 分 身 と 考 え ， 児 の  

生 命 や 成 長 へ の 願 い を 込 め る 対 象 と し て き た ． そ の 思

想 や 概 念 は 身 分 に 関 わ ら ず 普 遍 の も の で あ っ た ．  

し か し 時 代 と 共 に 医 学 が 発 展 し ， 公 衆 衛 生 の 概 念 が

出 現 し 胞 衣 に 対 す る 認 識 は “ 祈 祷 の 対 象 ” か ら “ 感 染

物 ” へ と 変 化 し て い っ た ． そ の 結 果 ， 胞 衣 に 関 す る 産

育 習 俗 は ほ ぼ 消 滅 し ， 産 婦 の 目 に 触 れ な い 所 で 処 置 さ

れ て い る ．  

現 代 ， 娩 出 さ れ た 胎 盤 は ， 人 々 の 目 に と ま る こ と な

く 処 置 さ れ て い る ． し か し ， 胎 盤 の 効 能 が 解 明 さ れ ，

人 々 に と っ て 貴 重 な 存 在 で あ る こ と は 変 わ ら な い と 考

え る ．  

 

2 . 胞 衣 処 置 方 法 は 中 国 の 方 法 を 参 考 に し て い る が そ

の ま ま 伝 承 し て い る の で は な く ， 日 本 の 信 仰 を 大 切 に

し て い る 地 域 も み ら れ た ．  



大橋学園紀要 創刊号 2015.9  ONLINE ISSN 2189-8030 

Humanitec College №1  PRINT  ISSN 2189-5295 

- 178 - 

時 代 の 流 れ と 共 に 胞 衣 処 置 方 法 は 変 化 し て お り ， 地

域 差 ， 男 女 差 ， 謂 れ の 違 い な ど が み ら れ た が 児 の 健 康

や 将 来 を 願 う 気 持 ち は 共 通 し て い る ．  

お 産 は ， 不 浄 と し つ つ も 神 秘 的 な 事 で も あ り ， 児 と

共 に 娩 出 さ れ る 胞 衣 を 児 の 分 身 と し て 大 切 に 扱 わ れ て

い た と 云 え る ．  

 

Ⅶ ． お わ り に  

本 研 究 を 通 し て ， 胞 衣 に 関 す る 習 俗 の 変 遷 に つ い て

知 る こ と が で き た ．  

歴 史 を さ か の ぼ る と ， 昔 ， お 産 と は 不 浄 な も の と さ

れ る 反 面 ， 神 秘 的 な 事 で あ っ た ． そ の た め 胞 衣 は 児 の

分 身 と 考 え ら れ ， 児 の 生 命 や 成 長 へ の 願 い を 込 め る 祈

祷 の 対 象 と さ れ て き た ． し か し ， 時 代 の 変 化 と 共 に 医

学 が 発 展 し ， 公 衆 衛 生 の 概 念 が 出 現 し た こ と で 胞 衣 は

感 染 物 へ と 変 化 し て い っ た ．  

現 代 で は ， 胞 衣 に 対 す る 思 い は 薄 れ つ つ あ る が ， 胎

盤 の あ ら ゆ る 効 能 が 解 明 さ れ て き て い る ． ゆ え に ， 今

も 昔 も 胎 盤 が 人 々 に と っ て 貴 重 な 存 在 で あ る こ と は 変

わ ら な い ．  

胎 盤 は 母 子 を つ な ぐ 重 要 な 役 割 を 持 つ も の で ， 1 0 か  

月 間 子 ど も を 育 て ， 守 り 抜 い た 尊 い 臓 器 で あ る ． 従 っ

て 前 述 し た よ う に ， 私 達 助 産 師 は 専 門 職 と し て ， 胎 盤

の 重 要 性 を 再 度 認 識 し ， 児 へ の 愛 着 形 成 を 促 進 し て い

き た い ．  

但 し ， 研 究 の 特 性 上 ， 調 査 に 限 界 が あ り 解 明 に は 至

ら な か っ た 点 も あ る ． 助 産 学 に 留 ま ら ず ， 民 俗 学 や 哲

学 の 分 野 に も 視 点 を 広 げ さ ら に 研 究 を 深 め て い く こ と

を 今 後 の 課 題 と し て い き た い ． 最 後 に 本 研 究 を 進 め る

に あ た っ て ， ご 指 導 頂 き ま し た 宮 里 和 子 先 生 ， 県 史 編
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さ ん 班 ・ 市 立 博 物 館 の 担 当 者 様 ， 先 生 方 に 深 く 感 謝 い

た し ま す ．  
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